
第 15回鉄道技術・政策連合シンポジウム(J-RAIL2008)

技術の共有化

今なぜ共有か？

東北鉄道協会

会津鉄道株式会社

取締役運輸部長

佐藤啓一

1東北地方の鉄道事業者数

東北鉄道協会加盟の鉄道事業者数

20社 1局

・旅客鉄道 16社（内1社鋼索鉄道）

・貨物鉄道 5社（内1社休止中）
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2 東北地方の鉄道事業者の概要

No. 事婁者名 所在県
営業キロ 旅客 運輸収入 電化

社員数
平均

記事(km) 貨物別 （千円） 非電化別 年令

1 津軽鉄道 青森県 20.7 ” 99,225 ＂ 30 42.0 

2 弘南鉄道 ” 30.7 ” 421,417 直流 1.SkV 64 424 弘南織16.8km 大鰐繰13.9km

3 十和田観光電鉄 “ 14.7 " 131,047 ” 23 42.7 

• !¥芦臨海鉄遠 “ 85 減物 219,884 非電化 f/5 48C 

5 ＝陸鉄道 岩手県 107 6 ” 372.052 非竜化 90 43.0 北リアス犠71.0km 南リアス線36.6km

ら 岩手開発紋遵 ” 11.5 貨需 362 538, “ 
4; -3S.3 

7 秋田内陸鉄道 秋田嗅 94.2 旅客 182.710 “ 64 44 6 

8 由和1寮源鉄道 ” 23.0 ＂ 74.745 “ 24 41.0 

9 秋田臨海鉄返 " ？ 9 ．貨窃 261.9,9 “ ふI au8 

10仙台空港鉄道 宮城県 71 旅客 607,170 交流 20KV 54 42.5 

:1 iii；台臨海哉遠 99 !l.5 貨吻 33 1点19 非常化 94 48.5 

12山形鉄道 山形県 305 旅客 175.095 非電化 34 43.4 

13阿武隈急行 福島県 54 9 ” 772,696 交流 20KV 83 

14逼鳥交通 99 9.2 ＂ 447.814 直流1.5V 69 47.3 

15会津鉄道 99 5).4 " 402 524 
一部9F蓮.. ¥I 酒JL・L5K 63 46.5 

祁播島臨海鉄透 “ 5.4 貨牧l 202,925 非霰1t 和 4?.5 

計 18社合計 9ヽ2.8 5,065,170 924 “75 

1社平均 30.8 318,573 57.8 417 

※下記の5社を除いて、上記16社の現状をみる。

No.会社名 記事

1 青い森鉄道 平行在来輯で幹縁鉄道

2 IIGRいわて銀河鉄道 " 

3 仙台市交通局 大都市地下鉄

4 青函トンネル記念館 鋼索鉄道

5 小阪製鰊 休止中

※注

1 黒色字民鉄 5社

2 粒色字 貨籾 臼社

3 晋色字 転換3セク等 6社

3 輸送人員の推移（会津鉄道の場合）
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4.収入の推移（会津鉄道の場合）

顎恥齢四•君鯛恰）

600 

500 

紺

300 

200 

100 

S62 S63 呪 ~ f{l fl4 f{i lfi H7 渇 fB H10 H1 ¥ H12 H13 H14 H15 H16 Hl7 H18 Hl9 

5 技術者の年令層(13社）
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6.鉄道事業者間での連携した取り組み

(1)必要性

•鉄道を取り巻く経営環墳は極めて厳しい
東北地方は人口葦失、少子高齢化が全国で最も旱いペースで道んでいる

今緩ますます厳しくなる

・逼勤・遍学・遍院・讐光輸送等、鉄道が地蟻に果たす役割は大きい

鉄道を存縞していかなければならない

•鉄道の安全性の確慄

社会的にもより富度な安全性がもとめられ、企婁の大小を問わない

・人員削減、経費節薫疇の合運化対策

もはや隕昇

・技衛力の低下

いわゆる団墳の世代の大量退攀による技衡力の低下

(2) 運携した考え方

鉄道事婁者間で違携した取り組み →技衛の共有化

・敏育・訓練

各社研修、劃練情糧交撲 →合同訓練への相互参加

・会社間

人的、物的な連携 →人材、検査測定櫨暑、工具類疇の情輯を共有して相互に運携

・営婁活動

営婁活動の手法の共賓、相互・送客

7.会社間の連携した具体的な取り組み
鉄道事業者間の運携による技術者の育成、技術の継承、車両や設備の維持管理等の

効率化など「地域的なまとまりのなかで人材や資機材等技術資源を共有化した取り組み」

係る情報共有・要望調整

新人教育・再教育・ ．．．．．．．．． 合同調繰の開催•各
（技術継承） 1 |社訓繰への参加

土枯等：圧 I·-—ぽ巴::公mi l

i：ヽ会員相互の契約1ヰる釦品偉材の貸
‘饂ヤ売買

心翌出保類：）；：：：l定機 1 |?：；猛悶は：：：：~;
rぷ必•伍りが汐•が必心ぷふ•w~必ウ冷～~が一忍ヽダー忍心返母：母

l沿線地域の住民を相互に送客しあうI
、 ； 亡ヽ｀ー•ヽ•→ • ^-..会r -9 9 9 9 9 999 w. →Vダダ・西9--·rヽ―—·心・如· • ; 

--- ~ •一；；全‘如ゥーの心·:--匹，豆ーのがJ········・・・・1 fii~こ石函函正：、正し五¢□
ーゴによる首都圏等圏外からの誘客 ', 
も．^ツ9 "̂~・T・・・・・・.̀・...:・ー ・・・・・・ •.• ̂·~…“^ゞ~‘^…~~^w..…心心心心•Wふヤ9~~~~.. 9ぶ 9心
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8.地方鉄道間の連携事例

し§.、］的璽 ． ・1量
鉄道用機器、部品に係る共同利用ネットワークの構築 i

1.車両・設備等の老朽化の進展と交換部品等の枯渇

2 近隣他社の保有する検査測定機器・部品の情報不足

3.鉄道用検査測定機器、部品の特殊性（汎用性がない）
4 部品等の調達に長時間を要する

5.高価な検査測定機器を個別に購入するのは非効率的
6 経営環境の悪化に伴う維持管理コスト削減

1 ........  

2 

1 各社保有検査測定機器リスト
・・・・・・・・・・・・--・-・・・・・・・・ ●●囀 ● ●● ●● ● ● ●● ・ •ー・ -··-··•ー・

A社 00測定器 a電子 00型
00ゲージ b製作所 00型

B社 00メーター C精機 00型
.................... 
............ 

迅還で艇ユスR辺射賽纏覗定鑽塁•

盛`．ゞ ・ヽ ． ：と、食剛謹金：食疇l鰊例夷施；峰禽：認··鉛．＜•笠·i

一1 高度な技術知見を有する技術講師を各社が個別に招聘するのは非効率

2 大がかりな訓練を各社が個別に実施するのは非効率

3 長時間・遠方での研修等に職員を参加させるのは困難
4 社内の研修会・訓練のみでは、外部の技術者による

チェックが働かない

5 技術分野毎（土木、電気、車両、運転）に高い専門性と
§ 最新の知見を有する技術者の育成が必要

9．地方鉄道相互の運携事例 相互送客ツアーによる利用促進
ねらい

道協会等では、地方鉄道相互の連携に

より、沿線住民等お互いに送客し合い、訪問先の

鉄

道の先進的な取組みを学び地元鉄道の活性化の

アイデアに活かすとともに、訪問先鉄道の利用促

進にも貢献しようとするもの。

このツアーは、訪問先の鉄道会社が大手エージェントで

はめったに行かないその地域の隠れた名所、穴場、地域

ならではの食べ物等を紹介、または案内し、普通体験で

きないことを実施。 →お客様は大感激！

例：よ淫弩斜逸では、定期程窓：：：：わさわざ・ダルマ

スド••フ臣を達結i．、●● :,r．内てス；tぷ、ク哀())・手
靱を焼いてiまお；まるまた、幸内でフ・.t.• : 5)滓蛉
烹昧線し乃演奏、記念写哀す巖影等，
ご姿西もンネ知記令：館芍は、翔）差｛．料装のほか

に` ！袋北海惹ばお頭｛．屯．．油：桑や毎咲玲のホー

t-g gi｝ ： ヽ：ぷ•:\:．．．．込呈桑．’芸―・ざ：落

芯iー．、京：．,-.;・む梵．元匂‘':-::.-::tが和埒条： •度 ：：g}姿

芍洛で・;:・ •9 苓ら：·;究姦芝；ぶ ． ：条 そ ．：涵•：ミ， ．．： ：．，食紫：．、；砦：、

：ヽこ；ー：§ ・§ 冬心gミ:..-•ご．．•. :• ・宍しと＼・ヤ＂
`--~▲ー］

平成19年度実績・，5社6回実施

誘客会社 実施月日

由利高原鉄道 10月2日～3日

三陸鉄道 10日24日～25日

IGRいわて銀河鉄道 8月5日

” 10月24日～25日

山形鉄道 10月6日～7日

会津鉄道 11月9日～10日

平成29年度実績 8社9回実施
:•，ンニな.,,.,.,·.,.,.",，••’: ••• .2ー'L '...,...................... .•••. . • , . ·. · . ,•,•••••,•••,• .. •,•••,•,•,. 4 •,.,··, · .. ・... •,•.··· 

誘客会社 実施月日

山形鉄道 7月26日～27日

IGRいわて銀河秋田内陸 8日58

会津鉄道 9月5日～6日

IGRいわて銀河 10月17日～18日
10月26日～27日

秋田内陸纏貫鉄道 8月7日
10月28日～29日

阿武隈急行野岩鉄道 11月7日～8日

三陸鉄道 11月9日～10日
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訪問先

会津鉄道

青函トンネル、津軽鉄道、
弘南鉄道等

津軽鉄道

青函トンネル、津軽鉄道、
十和田観光電鉄

青函トンネル津軽鉄道

青函トンネル、津軽鉄道、
弘南鉄道

訪問先

三陸鉄道

津軽鉄道

秋田内陸、由利高原

青函トンネル、津軽鉄道、
十和田観光電鉄他

津軽鉄道
会津鉄道

会津鉄道

秋田内陸




